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人間社会学部研究会（平成25年度）要旨（初等教育学科関連）
平成25年12月18日（水）
幼児期のままごと遊びに関する考察 ままごと遊びの再考 教授 横山 文樹
1 問題の所在
「自発的活動としての遊び」は子どもの生活現象である。つまり，子どもの生活は遊びそのものである。遊び
を歴史的に素描すると，社会的構造の変化によって遊びの社会的価値も変化してきた。
高橋（1984）は遊びを「精神発達の凝縮されたもの」としてとらえ，ヴィゴツキー（神谷訳 1989）は「虚構場
面の創造という事実は，発達の観点からすれば，抽象的思考の発達への道であるととらえることができる」とし
て，ルソーを始め，多くの研究者が遊びの価値を認めている。
現行の幼稚園教育要領，保育所保育指針でも「生活の中心を遊びにおくこと」と示されている。しかし，近年，
保育現場から「ごっこ遊びが少なくなった」「ままごと遊びで母親役ではなく，ペット役を希望する子どもが増
えた」など，の声が聞こえてくることが多くなった。佐々木（2002）も「10数年前から保育所の子どもたちが
『ままごと遊び』ができなくなっていることに気がついた」と述べている。
そこで，筆者は環境条件の相違する幼稚園保育所において，ままごと遊びがどのようなプロセスと内容で展
開されているのかを観察調査した。
2 研究の方法
① ごっこ遊び，ままごと遊びに関する所見の検討整理
② 都内の幼稚園保育所での遊び観察，事例収集
3 本論
（1）ごっこ遊び，ままごと遊びに関する所見
ごっこ遊びとは，子どもが大人社会の生活や行動様式をまねる，再現する遊びの総称としてとらえていいので
はないか。高橋（1989）の「ごっこ遊びは，複数の子どもが参加して，各々が役割を分担し，役割にふさわしい
『ふり』の行為を演じつつ，一定のテーマを織りなしていく」を基に，ごっこ遊びを，単一のなぞりの行動では
なく，「模倣」を中心に置きながら必ず他の子どもとの関わりの中で成立するものと考える。
（2）ままごとの定義
（3）事例による検討
以下の予備調査事例を紹介した。
観察場所 都内公立H幼稚園
観察日時 平成16年9月5日 9:00～11:00
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師岡（1992）による，ごっこ遊びを定義づける分類
種類名 内 容
ままごと おうちごっこお母さんごっこお客様ごっこパーティごっこ
先生ごっこ 学校ごっこ幼稚園ごっこ
お店やごっこ お店やごっこレストランごっこ病院ごっこ動物園ごっこ etc.
乗り物ごっこ バスごっこ電車ごっこ飛行機ごっこ etc.
劇遊び 日常場面で見られるお話の再現生活をテーマにしたもの etc.
飯事（playinghouse）
ままごととは，子供が調理の真似事をして遊ぶことで，日常での生活全般を真似た遊びも含まれます。日本だけでなく
世界中で女の子を中心に遊ばれています。遊びを通して脳の発育を促す効果があり，単に玩具としてだけでなく，現在
では知育玩具として様々な種類が発売され，評価を得ています。（中略）
ままごとの「まま」は幼児語で飯〔めし〕のことを指し，「ごと」は古い日本語で「コト」，つまり祭りなどの行事を指
します。この事から，様々な行事に炊事役として少女が参加したのが，後になって次第に遊びへと変化したと考えられ
ます。子供達はままごとを通して食卓での作法や言葉使いだけでなく，招客，交際，贈答などを遊びから自然に身に付
けることができます。（中略）
ままごと遊びの発祥は詳しく分かっていませんが，遊びとして定着したのは江戸時代のようです。その頃は貴族の子供
が使う金属や塗り物の道具と庶民の使う木や紙の道具のように，貴族と庶民の使うままごと道具には大きく差がありま
した。幕末になるとブリキ製の高級ままごと道具が現れましたが，すぐに一般には普及せず，明治に入ってから一般化
しました。明治初期のままごと道具はブリキや土製の物が中心でしたが，末期になるとガラス製の道具も作られるよう
になりました。現在では幼児が口に含んでも害のない新素材の開発も進み，ままごとは絶えることなく，受け継がれて
います。 （「日本文化いろは事典」ウェブサイトより）
4 考察と課題
冒頭に「遊びは子どもの生活現象である」と述べたように，幼稚園教育要領では幼稚園教育の目標の一つに
「主体的に生きる子ども」をあげている。それを支えるのが，子どもの自発的に起こす遊びであり，ごっこ遊び
である。なぜなら，現実の世界と遊離し，虚構の世界を自分の力でつくりあげていく姿は，自立的に生活をつく
りあげていく姿に他ならない。
子どもは，現実の世界から虚構の世界に移る時，現実の世界にある一部の刺激によって，遊びとして成立させ
ていく。一見，同じ環境に暮らしている子どもでも，環境から受ける刺激が，興味を示す場所が相違するために，
再現しようと試みる場面も違ってくる。
予備調査の結果から，園全体の環境，保育室の環境，それを支える保育者の意識が大きく変わって来ているの
ではないかと感じた。従って，今後の研究の方向として，以下の点から追求することにした。
第一に，ままごと遊びの「始まり（動機）→展開→結末」の検証である。この検証によって，遊びの内容と深
化から，子どもが再現しようとしているものを探る。
第二に，ままごと遊びを積極的に行う子どもの日常の生活である。遊びを作り出す「力」がどのように生活の
経験によって育まれるかを探る。
第三に，保育者の意識の問題である。保育者自身がごっこ遊び，ままごと遊びを保育の中でどのように位置づ
けているかを探る。近年「遊べない保育者」が増えているという事実の検証とも関連する。本研究は，「ままご
と遊びの再考②」に継続する。
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平成25年度 大学院生活機構研究科人間教育学専攻 修士論文題目一覧
○書道教育を通しての人間形成に関する総合的研究 渡 邉 祐 子
○朝食を摂取しない児童が食に関心をもち現状を改善するための方策について 田 尻 稔
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○子どもたちの感受性想像力を育む絵本とは
子どもたちに愛される日本海外の絵本を中心として 赤 坂 玲 奈
○家庭環境等における子どもの成育に及ぼす影響 浅 川 恵 美
○母親の就労の有無が子どもに与える影響
「くっつく」「叩く」などの身体接触行動の観察を通して 飯 田 理恵子
○道徳教育を基盤とする規範意識を育てる学級経営 Q-U調査の活用を中心に 伊 藤 千恵美
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最初はA子が調理するまねをしていたが，調理の係はB子に移る。
A子はB子に向かって「早く作って，早く食べないと，さめちゃうよ」。
この間，A子はほとんど言葉を発しないでB子の作っている様子を見ている。A子とB子，スパゲティに見立てた毛
糸をフライパンから二人で皿に移して，テーブルに並べる。B子が畑から木の実を持ってきて，皿の中で混ぜる。
B子は「混ぜると大丈夫」「混ぜるとこれが溶ける」と言う。
A子が突然，猫の鳴き声をする。（後ろに尻尾が付けてあった。）
B子はA子に「これ食べるといいよ」と言って渡す。
事例1（玄関前でのままごと）
A子が皿に入れた料理を観察者に渡す。
観察者が「冷たい？」と聞くと，A子は「あそこで焼いたの」とレンジを指さす。
B子は「火を入れたから熱いの」「やけどするよ」と言う。
A子は「ここ温泉なの」とみんなに聞こえるように言う。そこへ，C子が来る。
B子がC子に向かって「温泉行ったことないの？」と聞く。
A子は「露天風呂きもちいいよ」「シャワーもあるし」と言いながら，色画用紙，木をはさみで切る。
A子が「晴れてきたね」と言うと，B子が「ほんとだわね」「でもまだ暗いわよ」と答える。
A子が切った物をフライパンに入れて，お椀に移して，レンジに入れる。
A子は「その具を入れれば大丈夫」とつぶやく。
様子を見ていたC子が突然，スカートをはいて「私人間になっていい？」とA子とB子に向かって聞く。
聞こえなかったのか，二人とも返事をしない。
B子がC子に向かって，「もっと野菜あげようか？」と言うと，A子はありがとうと答える。
事例2（階段下でのままごと）
○幼少期における移行対象と愛着の発達 稲 村 美 穂
○遊具の資源量の変化に応じた幼児のルール共有行動の分析 岩 堀 麻 衣
○小学校における作文指導法の考察 芦田恵之助と友納友次郎の作文指導法を比較して 内 田 祐 美
○子どもの運動遊びの現状と環境の変化 鬼ごっこを中心に 江 刺 真路実
○幼児のルール理解について 大 狩 直 子
○幼児の生活時間の違いと保護者支援 幼稚園保育所に通う子どもの生活時間調査より 大 澤 彩 音
○幼稚園児の歩行行動に及ぼす言語称賛の効果 太 田 実 花
○理科好きな児童を育成する授業の内容方法の研究
第3学年「明かりをつけよう」を事例として 大 月 里 美
○子どもの経験を通した学びと保育者の配慮 生活環境の中の危険の防ぎ 小 野 海 里
○理科好きな子どもを育てる学習指導内容に関する研究
第5学年「電磁力」を事例として 小野村 栞
○数学的な考え方を活用する問題の開発 加 藤 美 穂
○幼児における音楽を通した身体表現について 亀 井 茜
○子どもの表現する力をつける理科授業の内容方法の研究
第6学年「水溶液の性質」を事例にして 川 村 宥 紀
○日本の算数教育に「インド数学」を役に立てることはできるのか 工 藤 綾 乃
○小学校における国際理解教育の在り方について
児童が世界に目を向けるためにカンボジアを事例として 蔵 方 美 帆
○児童の読書習慣形成のための効果的な指導の工夫 黒 澤 捺 美
○親を亡くした子どもたちが教師に求める支援について 上 月 彩 美
○運動遊びが心身に及ぼす影響 笹 川 映
○いじめのない学級をつくるピアサポートプログラム 佐 藤 愛
○睡眠形態と子どもの自立の関係 志 田 つぐ美
○小学校における音楽と造形の融合した活動について 柴 田 早 智
○通常学級に在籍する特別な支援を必要とする児童について 地頭薗 ま い
○幼児期における感謝思いやりの心を育てる保育のあり方 鈴 木 優 麻
○愛着を基盤とした望ましい保育の在り方 鈴 木 るかさ
○学級通信の教育的意義 砂 村 未 来
○子どもの心に響く語りかけ 保育者の言葉の影響について考える 高 木 み ほ
○理科好きな子どもを育てる学習指導内容に関する研究 中学年の教材を中心に 竹 本 紗季子
○日本のわらべうたの研究 武 弓 彩 子
○図画工作に適している新しい材料用具の考察 田 中 愛 里
○苦手意識を克服するための指導について 陸上運動を通して 富 澤 佳 菜
○子どもとコミュニケーション 保育者と子どもの関わりに着目して 富 澤 由 貴
○幼稚園における数概念の理解の基礎となる活動に関する研究 豊 島 美 沙
○「萩尾望都」の作品研究 「ボーイズラブ」と「文学」の違い 中 川 芙 貴
○「赤い靴」と横浜 地域教育の教材として用いるためには 中曽根 真知子
○「ミッケ！」を中心に学ぶ視覚探索絵本の魅力 絵本における視覚的要素の重要性 野 川 栞 理
○小学校通常学級における肢体不自由児のインクルージョンと学級経営 野 口 依 里
○ゲーム及びボール運動の楽しさを誰もが感じられる体育授業の研究
集団的達成の喜びを味わうために 芳 賀 るりこ
○インクルーシブ保育における保育者の役割 堀 川 奈 美
○外国語活動における授業研究 教科を活用した小学校英語教育の可能性 松 波 沙衣子
○小学校国語科における「ごんぎつね」の指導法について 三 上 有巳香
○幼児の ・想像性・と ・創造性・に関する一考察 絵本の続きを考える 森 本 奈 緒
○幼児期における遊び選択に及ぼす性の影響と性意識の発達的変化 森 谷 奈津美
○不登校児童への家庭における登校支援 山 内 慧
○保育の中で特別な支援の必要な子どもと保育者のかかわり
幼稚園保育所でのエスノグラフィーを通して 油 井 美 里
○保育絵本を用いた保育の工夫 キンダーブックを中心に 依 光 せ な
○共働き家庭が子どもの心情に与える影響
教職を目指す女子大学生へのインタビュー調査から 若 林 佑 佳
○児童が興味を持つ外国語活動指導の工夫
小学校外国語活動と中学校英語との連携を中心に 吉 原 沙 織
○国語科を通して行われる道徳教育の展開に関する研究 田 中 飛 鳥
○砂場での造形活動の教育的意義と指導方法に関する研究 林 成奈美
○学級づくりにおける道徳教育の重要性と具体的展開に関する研究
道徳の時間を要として 池 田 智 美
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○グリム童話の研究 『灰かぶり（シンデレラ）』に見るグリムの魅力 礒 﨑 里代子
○ディズニープリンセスの研究 プリンセスの魅力 市 川 すみれ
○中原淳一研究 中原淳一が考える理想の少女像 今 井 ちぐさ
○子どもの発達についての考察 砂場遊びでの実践を通して 岩 淵 見 佳
○算数科における表現力を育む指導に関する研究 植 竹 美 帆
○砂場遊びが乳幼児の発達に与える影響について 上 田 郁 美
○心を育てる性教育 道徳教育との関連を中心として 内 海 智 世
○子どもの体力運動能力の実態と運動あそびにおける一考察 大久保 輝 枝
○小学校「音楽」における器楽教育 歴史的展開から現在の器楽教育を考える 大 澤 礼 佳
○児童の学習意欲を高める理科授業の内容方法に関する研究 大 谷 沙也加
○ドイツ日本における学校音楽教育の比較考察 大 東 友花里
○小学校国語科における「言語力」を身に付ける授業づくり
正しい日本語，日本語のよさを学ぶ 岡 田 恵
○幼児期における音楽を通した協同性の獲得について 鹿 島 ゆかり
○アートセラピーの視点から考える幼稚園における表現活動の意義 加 藤 彩 香
○不登校を支援した家族の体験とその意味について 加 藤 未 来
○移行場面におけるチェックシートの効果 応用行動分析を用いて 川 住 睦 生
○絵本の魅力についての実践的研究 川 副 春 花
○幼稚園での身体表現活動の在り方 身体表現活動を通して育まれるもの 日 下 亜 美
○フィンランドの算数教育 日本の算数教育に活かす 小 林 美奈保
○絵本の魅力について 読みきかせが子どもたちに与える影響 小 山 結 加
○現代日本における小学生の身に関する考察 小学生における摂食障害予防への提案 齋 藤 明 音
○日本の体育科教育の現状と問題点 諸外国の体育科教育との比較を通して 坂 田 真 梨
○「気になる子」への支援方法について 応用行動分析学のABC分析を用いて 櫻 井 優
○学級崩壊を起こさないクラスづくり 篠 跪 央 子
○主体的な造形活動の一考案 渋 谷 悠 里
○算数が好きになる授業 清 水 千 瑛
○現代の少年非行の特徴と対応に関する研究 鈴 木 香 菜
○子どもと自然をむすぶための保育者の役割とかかわりについて 鈴 木 聖 奈
○理科好きな子供を育てる学習指導内容に関する研究 第4学年の科学を中心に 鈴 木 里 穂
○地域環境及び学校規模による児童の適応感の変化 関 口 花 奈
○幼児の発達と絵画表現の関係について 関 澤 実 莉
○『ハイジ』の研究 ハイジの成長とそれに伴った周囲の変化 髙 木 真巳子
○小学校における多文化教育の望ましい在り方について
オーストラリアの実践を生かして 高 山 千 尋
○今後の保育内容の在り方に関する研究 保育者と保護者の視点に立って研究 田 中 絵理香
○造形的創造性を育む保育に関する研究 田母神 千 紘
○教材としてのポピュラー音楽の可能性 外 川 梨 紗
○特別な支援を必要とする子どもへの支援の在り方 子ども同士の関係性について 中 島 薫
○子どもの絵の発達的特性と描画心理 描画活動の環境づくりと指導法 中 村 千 尋
○「子供主体の学び合い」を育てる授業のあり方 永 島 由 梨
○子どもにとって絵本が果たす役割について 永 田 あゆみ
○絵本「おおきな木」が読者にもたらす心理的影響とは 長 田 夏 美
○学校教育における芸術表現としてのダンスの可能性 長谷川 茉 奈
○鑑賞教材としての「絶対音楽」 楽曲の分析と授業での展開方法 杉 田 恵 理
○子供の絵を描く活動を豊かにするための環境の在り方 福 島 美 紀
○子供の豊かな表現を育む保育者の役割 絵を描く活動を通しての考察 星 野 花 奈
○児童の郷土愛を育てる地域教材の開発について 千葉県船橋市を事例として 峰 島 綾 子
○児童理解を基にした心を育てる道徳教育の在り方 心の発達を中心に 宮 城 加寿稀
○通常学級に在籍する気になる児童への支援について 森 里 緒
○思いやりの心を育てる道徳教育のあり方 森 田 悠
○小学校における「クラシック音楽」の鑑賞について 能動的な聴取を引き出すために 矢 島 絢 子
○乳幼児期のリトミックについて 山 崎 由 依
○野外保育から見る「あそび」の意義と意味 山 田 梨 加
○読書の必要性 子どもたちへの影響と読書に親しむための提案 山 本 彩 加
○小学校外国語活動の研究 日本人の教員が授業を行うために 藤 澤 怜 奈
○現代日本における学校給食に関する考察 東京都世田谷区および杉並区公立小学校の
教師と児童を対象とした意識調査と授業観察 細 谷 侑里加
○親子の身体接触が親の愛着的感情と育児不安に与える影響について 嶺 岸 桃
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